
〔機械本体取付架台設置例〕
プレス機械はCフレーム型プレスまたはストレートサイドプレスのどちらでも設置が可能です。
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機械架台高さ：450mm（標準仕様）
（400 ～ 800mmまで 10mm単位で仕様変更可）

６０トン プレス機械 架台設置例

床からボルスターまでの高さ

機械本体の材料パスライン：184mm

最小 135mm
最大 440mm

昇降ユニット調整範囲：

金型パスライン

参考図は 60 トンプレス機械での設置例になります。
標準仕様での架台高さは 450mmになり、この高さから
最大で 440mmまで無段階で昇降調整が可能です。
この昇降ユニットを使用して材料パスラインの調整を行います。

※機械本体取付架台の高さはお見積り時に仕様変更が可能です。
※もし架台設置後にプレス機械の振動で動いてしまう場合には
　アジャスタのアンカー固定穴からアンカーボルトを床に挿入する事で
　架台をしっかり固定する事が出来ます。

昇降調整ボルト

M8アンカーボルト
（必要な場合のみ）


